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土木技術者女性の会 

 

＜ 会の目的 ＞ 

１ ． 土木界で働く女性技術者同士のはげましあい。 

２ ． 土木界で働く女性技術者同士の知識の向上。 

３ ． 女性にとって魅力ある、働きやすい土木界の環境作り。 

４ ． 女性土木技術者の社会的評価の向上。 

５ ． 土木技術者をめざす女性へのアドバイス。 

 

＜ 倫理規程＞ 

会員は、会の目的を実現する際にあたって、下記の倫理規程を遵守するものとする。 

１ ． 会員は、会の目的に沿って、各々の良識のもとに、正しく品位ある行動をする。 

２ ． 会員は、所属組織を代表するものではなく個人の立場で会の活動に参加する。 

３ ． 会員は、会の活動において、業務上の利益に結びつけるいかなる行動も行わない。 
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巻頭言 

 

～自分の目で確かめること～ 

関東地区世話役 時弘みどり 

 

 先日、両親の出身地である山口で法事があり、日帰りできる距離ではなかったため、広島のホテルに

泊まることにしました。広島到着後は時間があったので、原爆ドームを見学しました。平和公園には高

校の修学旅行で行きましたが、原爆ドームは見た記憶がなかったのです。 

 その実物を見た私の第一声は、「ちっちゃい」でした。しかし、1945 年の当時としては、近代的な

洒落た煉瓦作りの建物であったであろうことは容易に想像することができました。その建造物がかろう

じて一部原型を留めているだけの無惨な形に破壊されていることは、原子爆弾の威力を窺い知るには十

分でした。 

 

 私は、戦争自体には決して賛成はしません。ただ、当時の価値観や考え方、世界の動きなどを知らず

に、一方的に否定はできないと思っています。 

 しかし、事の善悪や是非とは全く別の次元で、原子爆弾が投下された事実とその結果を知ることは、

戦争そのものについて、また、当時の人々の考え方というものを私たちが考える上で、何らかの手助け

になるのではないかと思うのです。 

 

私たちは土木技術者として後世に残る物を作ります。作って終わりではなく、作られた物のその後の

姿と更にそこに至る過程も含め、自分の目で確かめ、考えること、それは、私たちにとって必要かつ丌

可欠なことだと私はいつも考えています。 
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第 30回土木技術者女性の会 

総会報告 

 

 

１．総会  

2011 年 10 月 1日（札幌市定山渓グランドホテル瑞苑 白鳥）（総会出席者 21 名 委任状 54 名 計 

75 名 全会員数 165 名中 1/10 以上により総会成立）  

・第 30 周年記念総会について  

・会の Web 掲示板について  

・「Civil Engineer への扉」の第 3版および増刷について 

 

２．見学会  

2011 年 9月 30 日（金）13:30～15:30（参加者 20名うち学生 2名）  

場所：札幌市役所 8F 会議室での概要説明および、札幌駅前通地下歩行空間の見学  

札幌市東区市民部苗穂東まちづくりセンター長 清水英征氏の概要説明の後に前回の総会で建設現場

を見学した地下歩行空間を歩いてみました。 

  

３．懇親会  

懇親会は総会場所の定山渓でした。1次会からの盛り上がりを残したまま用意した宴会部屋へ直行し 

日頃の体験を語り合いました。  

 

上記のように第 30 回総会ならびに見学会を札幌市内で開催しました。たまにはみんなで帰る心配を

せずに語るのもいいと思いました。当日体調を崩して参加できなかった島村亜紀子副会長にお会いでき

なかったのがとっても残念です。  

（文責：北海道地区世話役 佐藤 厚子） 
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In 北海道 

第 30 回 土木技術者女性の会 総会議事録 
 

◆日時：2011 年 10 月 1 日（土） 

◆場所：札幌市定山渓グランドホテル瑞苑 白鳥 

 

１.開会（北海道地区世話役 佐藤厚子） 

総会出席者 21 名 委任状 54名 計 75 名 

全会員数 165 名中 1/10 以上により総会成立 

 

２.会長挨拶（会長 桑野） 

 

３.2010年度活動報告 

3-1 役員会報告（以下、笹尾報告）【承認】 

(1)第 29回総会後役員会 

――第 30回記念総会について 

 2011 年度のプレイベントの実施回数が 2010 年

度と比較して尐ない。 

――輪の発行のあり方について 

輪の発行に関するアンケートを実施し、1年遅

れで総会に参加できなかった人に紹介。 

――会の掲示板について 

 管理者の応募を今後も継続することとした。 

――地区の角印について 

 公認会計士に確認。（→角印は幾つあっても問

題ないとのことから、各地区に配布） 

(2)第 30回総会前役員会 

――総会の開催について 

66 月月東東京京ででのの開開催催をを延延期期ととしし、、1100 月月北北海海道道でで開開

催催。。  

33--22  事事務務局局活活動動報報告告ににつついいてて  

  学学生生会会員員かからら正正会会員員へへのの移移行行ににつついいてて工工夫夫がが

必必要要。。  

――――企企画画 WWGG 活活動動報報告告ににつついいてて  

国国際際的的なな会会議議にに対対応応すするるたためめにに英英語語版版をを作作成成。。  

――――企企画画 WWGG 活活動動計計画画ににつついいてて  

ククオオリリテティィのの高高ささ、、会会のの広広報報効効果果をを鑑鑑みみてて、、シシ

ンンボボルルママーーククをを公公募募。。 

――Civil Engineer への扉第 3版について 

土木学会ダイバーシティ小委員会と一緒に

Civil Engineer への扉を作ることとしていた。土

木学会に土木技術者女性の会から会員を派遣す

ることとした。 

3-2 事務局報告（以下龍報告）【承認】 

・2010 年は計 2回、総会に関して打合せた。 

――会員動向について（これについては佐藤亜紀

子報告） 

・総会資料の集計に誤りがある。正会員数150名、

全会員数 155 名に訂正願いたい。 

3-3 第 28回総会開催報告（以下三好報告）【承

認】 

・市街化→市街地（総会資料の誤字修正） 

・現場見学会が大変おもしろかったという声を聞

いた。 

3-4 地区活動報告【承認】 

3-4-1 北海道地区活動報告（佐藤厚子報告） 

3-4-2 関東地区活動報告（代理報告：笹尾） 

3-4-3 中部地区報告（代理報告：笹尾） 

3-4-4 関西地区活動報告（三好報告） 

会計報告の中で、収支欄の表記を統一する。 

33--55  「「輪輪」」編編集集・・発行報告（佐藤厚子報告）【承

認認】】 

33--66  ワワーーキキンンググ活活動報告【承認】 

33--66--11  坑坑内内労労働働規制緩和WG（須田報告） 

33--66--22  ホホーームムペページ運用WG（岩本報告） 

33--66--33  就就職職支支援援WG（代理報告：須田報告） 

33--66--44  広広報報企企画画WG（牛山報告） 

33--66--55  第第 3300 回回記念総会WG（須田報告） 

――――土土木木施施工工のの新新連載について 

1122 号号発発行行ののううちち、、11 号まで発行済み。今後も
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継続される予定。 

(質疑)：顔いっぱいパネルは評判が良かったが、

2011 年はパネルをはらないのか。  

(回答)：事情によりプレイベントが尐なく、パネ

ルをはる機会が尐なかった。パネルをはりたい時

はポスターとして配布可能。 

3-7 2010度決算報告・会計報告（代理報告：

佐藤亜紀子）【承認】／2010 度監査報告（代理

報告：佐藤亜紀子）【承認】 

 

４.活動計画 

4-1 活動方針（桑野報告）【承認】 

 震災があり、特殊な事情であり、マスコミ取材

が増加している。土木学会出版企画編集協力 WG

に委員を出す。 

4-2 平成 22年度役員・会計監査 （代理報告：

笹尾）【承認】 

4-3 役員会・事務局活動計画（龍報告）【承認】 

4-4 地区活動計画【承認】 

4-4-1 北海道地区活動計画（佐藤厚子報告） 

・今年度の見学会は、総会時に実施したため、別

途計画、実施しない。 

(意見)：プレイベントを開催する時はパネル展示

やアンケートを実施して欲しい。 

(質疑)：（学校機関への講演会を）学校の講義とし

て実施することとなった経緯を確認したい。 

(回答)：道内各大学の地盤系の先生から依頼され

た（個人的な繋がりがきっかけ）。就職指導のよ

うな講義枠があったため、その枠を活用。6月に

実施した北見工業大学では、会員の一人が基調講

演を担当し、そのあとの休憩時間中にアンケート

を実施、そのアンケート結果に基づいてパネルデ

ィスカッションを行った。 

4-4-2 関東地区活動計画（代理報告：笹尾） 

・10/8 に裏高尾橋の見学会を開催（須田報告） 

・10/29 に女子学生との交流会を開催 

4-4-3 中部地区活動計画（代理報告：笹尾） 

4-4-4 関西地区活動計画（村上報告） 

・7/2 地区総会を開催 

・1/24 土木学会関西支部と共催で女子学生を対象

ととししたた就就職職セセミミナナーーをを開開催催  

・・22//2244  地地区区総総会会  

44--55  「「輪輪」」発発行行計計画画（（佐佐藤藤厚厚子子報報告告））【【承承認認】】  

44--66  WWGG 活活動動計計画画【【承承認認】】  

44--66--11  坑坑内内労労働働規規制制緩緩和和 WWGG（（須須田田報報告告））  

・・記記念念総総会会にに向向けけてて、、WWGG のの成成果果をを取取りりままととめめるる  

【【以以下下質質疑疑事事項項】】  

((意意見見))：：ななぜぜ坑坑内内労労働働規規制制緩緩和和がが必必要要だだっったたののかか、、

規規制制緩緩和和のの目目的的ななどどのの説説明明時時にに使使用用ででききるるよようう、、

一般の方でも理解できる用語で成果をまとめて

欲しい。 

(回答)：わかりやすくまとめるようにする。 

4-6-2 ホームページ運用WG（岩本報告） 

・スマートフォン用の HPをつくる。 

・若いメンバーを随時募集中。 

4-6-3 就職支援WG（代理報告：須田） 

――「Civil Engineer への扉」の増刷について 

・プレイベント時に無料配布するのであれば、今

後、増刷が必要。 

【以下、質疑事項】 

(意見)：第 1版 1999 年発刊、第 2版 2006 年発刊

と前回の改訂から数年経過している。増刷するの

であれば、次の改訂を検討するべき。 

(要望)：増刷する場合、価格、冊子の状態などこ

れまでと同じ条件で実施してほしい。 

(回答)：増刷するには、それなりの費用が必要で

あり、改訂となれば、ある程度の時間と増刷の倍

の費用が必要となる（事務局）。 

(意見)：就職支援 WGは、「Civil Engineer への扉」

の編集 WGであった経緯がある。第 3版の編集 WG

とするのはどうか（事務局）。 

(意見)：土木技術者女性の会の財産は人材であり、

「Civil Engineer への扉」は会の活動の記録であ

る。また、「Civil Engineer への扉」自体が会の

財産となっている。第 3版発行に向けて行動をス

タートした方がよい。テクニカルな詳細は、役員

会で詰めることとしたい。 

(意見)：第 3版を作成することおよび、2版の増刷

について参考意見（多数決）を取りたい（事務局）。 

(意見)：予算等の諸条件が不明のまま総会として、

4



 

その内容（3版作成・2版増刷）で決を採るべき

でない。 

(意見)：「Civil Engineer への扉」が会の活動とし

て今後も必要か？について参考意見をとる(事務

局)⇒会にとって必要と考えるという意見に賛同

した人が 21 名（総会参加者全員）。 

4-6-4 企画WG（牛山報告） 

・企画 WGへの新規参加者を募集している。多く

の人に参加してほしい。 

・会のシンボルマーク作成を行うが、活動費は 30

周年記念 WG から支出される。 

4-6-5 第 30周年記念総会WG（須田報告） 

・第 30 回記念総会の名称が創立 30周年記念総会

へと変更。 

・土木施工「土木が好き!!!この人に会いたい」

が好評で 2011 年度で終了の予定だったが、2012

年度も継続される。 

4-7 予算計画（代理報告：佐藤亜紀子）【承認】 

・p56 部会活動費の第 30回記念総会 WGの活動予

算は 101,000 ではなく、232,540 に訂正。部会活

動費の合計は、392,540 に訂正。合わせて、p55,56

の販管費合計は、845,960 に訂正。 

 

５.第 32回総会開催地について【承認】 

・中部地区が立候補し承認された。（代理報告：

笹尾） 

 

６.その他 

掲示版について（河本報告） 

・使用方法について説明 

・女性の会会員限定とするため、承認制。 

・主、副の２名の管理者が必要 

・管理者は炎上対策や悪意の書き込み削除、承認

作業が必要。 

・試験運用期間を設けて課題を整理検討する必要

がある。 

【以下、質疑事項】 

(要望)：参加者が 8名で尐ないので、参加してほ

しい。 

(意見)：ミクシィに参加するのは難しいが、北海

道から発信したのに当初は北海道からの参加者

がいなかった。ミクシィに参加して掲示板につぶ

やいたことから、北海道での総会が開催できた。

また、学生時代の友人と連絡できた。 

(意見)：携帯から見ることができる。 

(意見)：Face Book は扱いやすいので、Face Book

をできるようにしたらどうか。 

 

７.閉会挨拶（北海道地区世話役 佐藤厚子） 

 

（文責：北海道地区 南 朊恵・佐藤厚子） 

5



 

 

In 北海道 

現場見学会 ～札幌駅前通地下歩行空間整備事業～ 
 

◆主催：土木技術者女性の会 ◆協力：札幌市  ◆日時：平成 23 年 9 月 30 日（金）13:30～15:30 

◆場所：札幌市役所 8F 会議室、札幌駅前通地下歩行空間 

◆講師：札幌市東区市民部苗穂東まちづくりセンター長 清水英征 氏 

 

 2011 年 3 月 12 日、札幌駅前通地下歩行空間が開通し、JR 札幌駅からススキノまで地下の歩行空間

が繋がり、札幌市民の念願であった“季節や天候に左右されず、安全・快適に移動できる歩行空間”の

登場となりました。地下歩道計画は、1971 年札幌オリンピックの地下鉄開通時から市民の声としてあ

りました。その経緯も踏まえて、「地下歩行空間」計画から誕生、さらには今後の地下歩行空間の運用

について説明を受け、現地で確認しました。 

 なお、当該地は、平成 21 年 6 月に開催された第 28 回見学会の現場であり、参加者は基礎工事から完

成まで見ることができました。 

 

１．事業概要 

■事業区間：地下鉄南北線さっぽろ駅⇔大通駅 

■開通延長：約 520m 

・札幌市施工区間･･････････約 360ｍ 

・北海道開発局施工区間････約 160ｍ 

■幅員：20ｍ 

・歩行空間幅員････････････12ｍ 

・憩いの空間（条例広場）･･4m×2 

■事業期間：平成 17 年度～23 年度（6 ヵ年） 

■総事業費：約 252 億円 

・札幌市施工区間･･････････約 172 億円 

・北海道開発局施工区間････約 80 億円 

■交差点広場：3 箇所 

■出入口：13 箇所 

■接続ビル：平成 23 年 3 月 12 日時点 7 棟 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 札幌駅前通地下歩行空間概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 札幌駅前通地下歩行空間位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 札幌駅前通地下歩行空間断面図 
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２．事業説明 

札幌市東区市民部苗穂東まちづくりセンター長 清水英征 氏より、次の 3 点について説明を受けま

した。 

・札幌駅前通地下歩行空間事業概要とその特徴 

・札幌駅前通地下歩行空間の構造とデザイン 

・事業効果と今後の展望 

また、質疑応答では、下記の積極的な質問に対して、丁寧な説明がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明会会場の様子 

 

３．質疑応答 

１) 道路管理者が地下空間を占用するにあたって問題はなかったか 

⇒ 札幌市では、大通公園（地下通路・地下街）のような先進事例がある。道路は公共物なので、交通

管理者は使用許可、広場の運用は条例があれば問題ない。 

２) 地下歩行空間とビルの接続空間は個人（ビル）への利益誘導とはならないか 

⇒ 接続空間はビル所有者の占用ではない。工事費は負担するが、賑わい・公

共・広場を担保できることで了解している。 

３) 維持管理の重要性はどのように担保するのか 

⇒ 札幌市が資本金を捻出する「まちづくり会社」が担っている。お金だけで

なく、市職員を派遣して、人的サポートも行っている。 

４) 「緑を感じる都心の街並み形成計画」について数値的な目標みたいなもの

はあるのか 

⇒ いまここで数値を提示できないが、「札幌市緑の基本計画」では目標設定さ

れている。 

５) 地価の大きな変化はないか。 

⇒ 通常地価は 1F＞B1 であるが、B1 が 1F の地価に近づいてきている。全体

として、都心地価は維持されていると考えている。 

６) 容積率規制について問題はないのか。 

⇒ 都心は限られているので問題はない。早い者勝ちともいえる。 

 質問者 
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４．見学会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下歩行空間見学会のはじまり              道路と地下歩行空間の接続部分を確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下歩行空間の要所要所で説明を受ける 

 

記録担当より一言 

歩行空間オープンに伴い、数々の説明会が繰り返されて来ました。今回の質問には、「そこ、そこ！」

と叫んでしまいそうでした。痒いところに手が届くというか、的を射た質問だったと思います。さすが、

土木技術者女性の会！と自画自賛。  

（文責：北海道地区 伊藤 優子）
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In 北海道 

参加者の声 
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

土木技術者女性の会第３０回総会参加者の感想  

中山 真貴子（北海道地区）                                                                                                                                            

 

 当初の予定では 30 周年記念

総会として盛大に関東地区で開

催される予定だった第 30 回総

会は、東日本大震災の影響により急遽北海道で開

催されることとなりました。時間も人もない中で

大丈夫か北海道？？と危ぶまれたかと思います

が、何とか無事総会を終わらせることができ、北

海道地区一同ほっとしたところです。 

                                          

 見学会当日は夏のように暖かかった前日まで

とは打って変わって冷たい小雨模様になりまし

た。私は会場の案内として札幌市役所ロビーで待

ち受けていたのですが、全国各地から参集する参

加者がきちんと定刻には見えられ（北海道は飛行

機等の交通機関が遅れるともう大変なので）、一

安心でした。市役所の会議室で事業の説明と質疑

があった後、地下歩行空間の見学のため市役所を

出たら意外に雨足が強まっており、天候に影響さ

れない地下歩行空間の見学で良かったと現場見

学会担当の南さんに心の中で感謝。地下歩行空間

は札幌市民として開業後たびたび通っていまし

たが、案内者がついてポイントを解説してもらい

ながら歩くと、計画の視点が良くわかり、なるほ

ど～の連続でした。 

 見学会の後はすぐホテル差し回しのバスに乗

り、懇親会と総会の会場定山渓グランドホテル瑞

苑へ。このホテルは当初の総会案内のホテル鹿の

湯から変更になり、参加者にはメール等で変更を

連絡したところなのですが気づかなかった人が

結構おり、えっ、ホテル変わったの？ の声が続

出。直接ホテルに来る予定の参加者もおり、なん

となく不安を感じつつバスの中では会話に興じ

たり、旅の疲れから一眠りしたりして小一時間で

ホテルへ到着しました。部屋割りはバスの中でく

じを引いてもらったのですが、結果を幹事が控え

ておかなかったためだれがどの部屋に入ったか

わからなくなり、しばらくうろうろ。２次会用宴

会部屋確保のための布団を移動した後、やっと一

風呂浴びて懇親会となりました。北海道地区会員

は温泉好き（そして温泉で時間を気にしないでお

しゃべりするのも好き）で、せっかく泊まっても

らうならやっぱり温泉がいいのではと決めた会

場ですが、湯加減はどうだったでしょうか。 

 懇親会は畳の広間が会場でした。職場の宴会で

は上司の席はどこにするやらビール持ってあい

さつ回りやら、浴衣のすそがはだけるやらでなん

だか落ち着きませんが、ここは上座も下座もぱん

つ丸見えの男の人もいない。みな自由な格好でく

つろぎ、自己紹介でまず盛り上がった後、にぎや

かに楽しく夜は更けてゆきました。土木技術者女

性の会は、やっぱり懇親会に参加しなくちゃです。
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（北海道行きの飛行機に乗ろうとして空港で事

件が発生！とか、面白い話がいっぱいあったので

すが、再現は難しいので参加者に聞いてみてくだ

さい） 

 

 

 

 

 

 

 

総会の様子 

 

 

 翌日は朝 9 時 30 分からホテル内で総会が行わ

れました。心配したとおり、当初お知らせしたホ

テル鹿の湯のほうへ行った方がいたりしながら

も、ほぼ予定時間に開会し、時間内いっぱいに報

告と議論が交わされました。皆様の熱意と真剣さ

に参加者は尐ないながらも、会員の委任を受け総

意として決定する重みを感じた２時間でした。 

 

 北海道のような遠隔地で２日間の詰まった日

程をこなし、参加者の皆様お疲れ様でした。本年

はこれまでの３０年を振り返り、これからを考え

る記念の総会ですが、さらに元気な皆様にお会い

できることと思います。よろしくお願いします。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

今年の現場見学会・総会に参加しました！ 

松本 香澄（関東地区） 

 

今回の総会行きへの想い

は格別でした。 

 3 月の東日本大震災を受

けて、4 月末の役員会にて 30 回記念総会が正式に

中止（30 周年記念総会へ延期）となり、今年度分

の総会は、その場で立候補してくださった北海道

地区（中部地区もお話あり）での開催ということ

に。その瞬間、いつもは優柔不断な私が、秋の総

会の予定を手帳に書き込み、行くぞ！と決めてい

たのでした。それまで、30 回記念総会に向けて積

み重ねてきたプレイベントの数々、ポスターや名

刺の作成、シンボルマーク選定に向けた動き・・・

記念総会という一つの方向に向かった結集しつ

つあったエネルギーのやり場に戸惑っていた中、

北海道地区からのご提案。これは参加することで、

その気持ちにお応えするしかないな、と思ったの

でありました。 

 あれやこれやあったものの、なんとか死守でき

た 9/30（金）の夏休。前日夜も宴会だったため、

ろくな準備もなく 6時前には羽田に向けて家を出

発。あたふたと到着した札幌市役所には、すでに

20 人以上の仲間が集合していて、勢いに圧倒され

ました。私は、過去 20 年近くこの会に所属して

いながら、今回はじめて現場見学会からのフル参

加。新鮮な面持ちでございました。 

 今回の現場見学会は、札幌駅から大通公園まで

の地下歩道整備。担当された市職員の方のこなれ

た説明を 1 時間ほど伺い、ちょっと傘を差しなが

ら、徒歩移動して現場へ。 

 今回の事業は、政令指定都市である札幌市の公

共事業であり、単なる通路事業ではなく、周辺の

まちづくりを事業に抱き込み、国の補助金・交付

金制度を駆使し、民間の力を上手に生かして成功

した事例であり、それらを目前にした東京都職員

と大阪府職員（共に都市計画担当・・）の目の色

が変わったのは言うまでもありません。冬場の気

候を考慮してなのか、地下通路の有用性は地域に

よって異なるかもしれませんが、市職員の方々の

長年に渡る相当なご苦労、熱意のたまものである

現地は、平日の午後にもかかわらず、大勢の人々
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に利用され、立派に市民権を得ていたのでした。

本当に勉強になりました。 

 その後、バスに 1 時間ほど乗って、宿泊場所で

ある定山渓温泉へ。直前で、旅館変更などもあり、

幹事さんは相当大変だったのだろうな、と思いつ

つ、完全に観光気分。寒波到来により、予想外に

気温の低い中、（実はおかげで紅葉を若干楽しみ

ながら）お風呂にゆっくりつかった後、宴会場に

て立派な一次会。出席された方々の自己紹介等を

ききながら、豪華なお食事に舌鼓。その日の朝の

飛行場での荷物検査を通過するための苦労やら、

若いママさんが直面する保育園問題やら、文系か

ら理系への転換の話やら、あまり知られていない

高専の実態の話だとか、一次会だけでは、まだま

だ話し足らず、幹事さんが用意してくださった宴

会部屋にて二次会へ。かなりの出席率の中、定山

渓の夜は更けていったのであります。 

 翌朝（10/1）、朝風呂浴びて、意外と豪勢な朝

食バイキングをいただいて、すっかりくつろいで

しまってから、総会へ。ちょっと、気持ちを入れ

替えて、背筋を伸ばして参加。 

 総会での印象としては、まずは、来年の 30 周

年記念総会に向けてのネジのまき直しが最重要、

と再認識しました。こういう時期だからこそ、土

木の必要性・重要性、そこに生活者としての女性

が入ることの意義、みたいなことを語れるのでは

ないか、と個人的には思っています。あとは、近

頃増えてきたマスコミ対応（取材希望・人材紹介

等）の関係の整理、それから「シビルエンジニア

への扉」の増刷？第 3 版の作成？あたりの議論が

ポイントだったような。毎回のことながら、任意

組織でありながら、総会にきちんと取り組むこの

会の伝統は素晴らしいなあと思いました。こちら

も、関係者の方々のご尽力により、無事終了。午

後の役員会も早々に課題をまとめることができ

たように思います。 

 一泊二日で駆け足ではありましたが、会の皆さ

んとご一緒することができ、いろいろなお話をす

ることができ、（悩みまで聞いてもらうことがで

き・・）本当に貴重な時間をもつことができまし

た。幹事の皆様のご苦労に心から感謝すると共に、

折角いただいた機会をしっかり今後の人生に生

かしていかなければ、申し訳ないな、と思いまし

た。ありがとうございました。 

 本年は、30 周年記念総会です。せっかくの機会

ですので、会の皆さんのパワーを結集して、有意

義な会になるよう、がんばりませう。私も微力な

がらお手伝いしたいと思っています。 

 

 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

総会日記 ～北海道編～ 

村上 育子（関西地区） 

 

●2011 年 9 月 29 日(木)  

  夕方、明日から北海

道に行くことを上司に告げると「北海道に行くん

か！？今が一番いい季節やないか～」と言われ、

普段仕事中では滅多に見せないデレデレ顔で自

席に戻り、明日からの札幌の最高気温を早速チェ

ック。予報では、30日(金)は 19℃、1日(土)は 15℃、

そして 2日(日)は 12℃！どんどん気温は下降して

いく。“げっ 12℃？12℃ってどない寒さなん？”

と思い、大阪の年間平均気温のグラフを検索。す

るとナント 12 月中旬の気温とドンピシャ！“ま

だ 9 月やし、夏朋しか無いわ。一体どんな朋装で

行ったらええのか･･･”とルンルン気分から一転。

頭を抱える事態に。 

 そして深夜…まだ朋装が決まらない。これで風

邪を引くのだけはごめんだ（周囲から何を言われ

るか分からない）。しかし、いっくら考えても 12℃

という寒さが分からない（だって大阪は 27℃だも

HTB の ONちゃん 

見学会の最中に 

運命的な出会い 
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ん）。時は刻々と過ぎて行く。もう荷物になって

もいいから上着とダウンベストを持って行く

わ！と決断し、やっと眠りにつく。 

 

●2011 年 9 月 30 日(金) 

 朝 5 時に起床。6 時に自宅を出発。関西空港に

7：20 到着。ここで関西地区のＭ好さんとＵ山さ

んと合流。3 人とも寝不足気味（ただしお二人は

仕事で寝不足。私は朋装で悩み寝不足）。さっそ

く搭乗のチェックインを済ませ、身体チェックを

無事に通過…のはずが、あの「オカンのナイフ」

事件が勃発！関空職員と熾烈な攻防を繰り広げ

ること約 30 分（長くなるのでここでは割愛）、早

くに空港には到着していたものの、結局出発ギリ

ギリに搭乗するハメに。 

 関空 8：30 出発。新千歳空港 10：30 到着。13

時の集合時間にはまだ余裕があるので、空港内で

昼食をとることに。「やっぱり札幌ラーメンちゃ

う？」と関空にいる時点で昼食を決めていた 3人。

さっそくラーメン道場内に突入。時の時計台で 1

杯 1,750 円もする“ほたてバター辛子味噌ラーメ

ン”を食する（この辺りから食に対する金銭感覚

が狂い始める）。高いッ！けどウッマ～～イッ！ 

 空港からＪＲに乗り札幌駅へ。しかし集合場所

については 3 人ともノーチェック。（誰かが知っ

ているはず…とよくある他力本願状態）しばし札

幌駅をウロウロと彷徨う。そして集合時間 10 分

前に、迎えに来てくださった北海道地区のＳ藤世

話役さんと無事に合流。いよいよ「北海道へ、キ

ターーッ！」感が生まれる。 

 13：30 より現場見学会がスタート。あいにく

の雨模様。札幌市役所内にて事業説明を受けたの

ち、今年の 3 月に供用スタートした札幌駅～大通

駅間の地下通路を見学。さすがデッカイドー。な

んしか広々としている。 

 

 まだ隣接するビルと地下で直結している箇所

が尐ないせいか、大阪のように雑然としていなく、

スタイリッシュな空間に感じる。また 1,000 人単

位の市民 WS を開催するなど、市民の意向を取り

入れた斬新なデザイン＆設備があちらこちらに

配備されているので、目は留まることなくキョロ

キョロ。しかしこの地下通路の完成により、今ま

で市営地下鉄を利用していた客が一気に流れて

しまい、地下鉄の売上げが減尐したとか（一区間

¥240 だから、そりゃあ皆さん歩きますわな）。 

 

 

 

 

 

 

 

通勤タイム時には、人通りが多く混雑する通路 

 

 見学会中、地下通路の所々でイベントがあり、

つい誘惑に駆られフラ～と列からはみ出し、北海

道地区のＭ嬢から首根っこを捕まれ、連れ戻され

ること度々（許してたもれ）。 

 

 

 

 

 

 

 

網走のナマ流氷を直に触り、感動中の皆さん 

 

 そして時間も押したことから、足早に見学会は

終了。すぐさまホテルのバスに乗り込み、定山渓

温泉へ（この頃から気温が徐々に下がり始め、い

よいよ北海道の厳しい寒さの洗礼を受けること

になる）。 

 ホテル到着後は、懇親会まで時間があるため、

マッタリと温泉に漬かり、ついでに日頃の疲れを

取るべく、カタコトの日本語を話すオネエサンの

マッサージを受ける。45 分¥4,500 也（すっかり

オッサン）。 

 19 時より懇親会がスタート。しばし歓談後、定

例の自己紹介＆近況報告。このあたりから温泉＆
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マッサージの効果が現れ始め、酔いが勢い良く体

中を駆け巡り、Ｍｙ浴衣が乱れ始める。 

 21 時より一部屋を貸し切り二次会がスタート。

バラエティに富んだ飲み物・おつまみがたくさん

用意され、気分は絶好調！（北海道地区の皆さん

ありがとう！）ワイワイと皆で騒いだ記憶はある

ものの、実のところ、あまりよく覚えていない…

ただ翌日、右ヒザに見事な青タンが出来ていたの

で（どうやら自分で右ヒザをペチペチと叩きまく

っていたらしい）、きっと楽しいひと時を過ごし

ていたのであろうと推測される。 

 

●2011 年 10 月 1 日(土)  

この日は荒れた空模様。雨かと思いきや、晴れ

たり、時には冷たい風が吹き荒れる。さすが北海

道。シバレル！ 

 

 

 

 

 

 

 

朝の定山渓 紅葉はこれから？ 

 

 朝、起き掛けに一風呂浴び、ホテルのバイキン

グでガッツリ朝食をとったのち、いざ総会へ。 

 第 30 回総会は、進行役のＲお姉さまの巧みな

取り纏め＆出席者のご協力により、議事は淡々と

進み、時間内に無事閉会（詳細は議事録を参照）。

余韻に浸る間もなく、昨日に続いて足早にホテル

のバスに乗り込み、札幌駅へと向う。 

 札幌駅に着くや否や参加者の皆さんとお別れ

し、役員会へ出席。主な議題は 30 周年記念総会

のイベントについて。役員の方々は本業を抱えつ

つ、会の運営にも尽力をいただき、本当に頭が下

がる思い。私もガンバルワと決意を新たにする。 

 夕方、役員の皆さんともお別れし、いよいよ観

光モードにスイッチオン！宿泊先のホテルにチ

ェックイン後、同窓会に出席予定のＭ好さんと一

旦解散。そして、Ｕ山さんと 2 人で楽しみにして

いたサッポロビール園へ、いざ出陣！ 

 

 

 

 

 

 

 

念願のｻｯﾎﾟﾛﾋﾞｰﾙ園にて。ご満悦のＵ山さん 

 

ジンギスカンをしこたま食べ、気分良くお店を

出ると、外はメッチャ寒い（なまら寒いッつーの）。

寒さに耐えかねた 2 人は、防寒着を買うために近

くのユニクロへ飛び込んだほど（結局買わず仕舞

い）。 

その後、宮越屋の珈琲を片手にホテルに戻ると、

今度は朋に染み付いたジンギスカンの臭いを消

す作業に追われる 2 人。下着姿のままファブリー

ズとリセッシュで格闘すること 1 時間。やっとの

思いで朋＆体に染み付いた臭いを退治できた頃

に、再びあの臭いをプンプンとさせたＭ好さんが、

爽やかに部屋に登場。またもや格闘する 3 人。果

たして無事にあの臭いとオサラバはできたの

か！？ 

 

●2011 年 10 月 2 日(日) 

この日も荒れた空模様。しかし昼頃からは秋晴

れに変わる。でも風は冷たい。 

完全に観光モード態勢の 3 人。総会出席のもう

一つの目玉である買い物三昧に力を注ぐ。Ｍ好さ

んのご学友のご厚意に甘え、札幌市内の観光＆買

い物巡りの案内役をお願いすることに。 

****************************************** 

時計台⇒写真を撮りまくり！ 

大通ビッセ⇒スナッフルズのチーズオムレット

など、有名なお菓子を買いまくり！ 

きたキッチン⇒道産食品を買いまくり！ 

さっぽろオオタムフェスト 2011⇒北海道の農産

物・海産物を食べまくり・買いまくり！ 
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左：焼きとうきびを頬張るＭ好さん 

右：ムラサキウニを食べて満足気な筆者 

 

この辺りでテンションは MAX！「うち、わざ

わざ大阪から買出しに来ましてん」と言わんばか

りに、トウキビ 8 本、じゃがいも 2 袋、ジャムに

チーズにハムに…と何故か重量級ばかりを購入。

そしてこれが後に泣くハメとなる。 

大倉山シャンツェ⇒ラージヒルの舞台に大興

奮！ 

どんぐり⇒念願の「ちくわパン」を購入！ 

市内のスーパー⇒ご当地フードの「ホンコンやき

そば」＆「やきっぺ」をゲット！ 

****************************************** 

 ･･･とまぁ、たった半日だったが、旅行三原則

である「よく食べ、よく買い、よく遊ぶ」を遵守。 

今回、買い物三昧用に備えて旅行バッグはコロコ

ロをセレクト。しかしバカ買いし過ぎて蓋が閉ま

らず、私の体を載荷重することでどうにか Close。

しかし今度は詰め込み過ぎたために、バッグを引

くバーが出てこない。気が付けば、バッグの全重

量は恐ろしいほどの重さとなっていた。シェ～

～！ 

空港まで車で送っていただき、ここでＭ好さん

のご学友と涙のお別れ。職場への土産を買い、最

後の記念にと宮越屋の珈琲を飲み、ゆったりとし

た気分で関空行きの飛行機に搭乗へ…のはずが、

今度はバッグの引換券を紛失したことが発覚！

あたふたと再発行の手続きを済ませ、ダッシュで

飛行機に飛び乗るものの、またもや出発ギリギリ

となる（オカンのカバン事件と命名）。 

関空には 19 時に到着。ここで 3 人は解散。思

い出と土産をいっぱい詰め込んだ重い重いカバ

ンを引きずりながら家路へ…こうして長くて短

い、充実した北海道総会の幕は閉じたのであった。 

 

●終わりに 

 見学会～総会まで足早に時が過ぎ去り、お世話

になった北海道地区の皆さんに、ちゃんとした御

礼の挨拶ができずに申し訳ございませんでした。

この書面にて御礼を申し上げます。北海道地区の

皆さん！本当にありがとうございました！ 

 

●おまけ 

さて、ここで問題です。 

これは一体、何の順位でしょうか？？？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

大倉山ジャンプ競技場にて。3人で記念撮影 

 

※正解は･･･本年の総会で！ 
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～初めて総会に参加して～ 

 

■河本 慧美（関東地区） 

 

○総会に参加したきっかけ 

 皆様はじめまして。本年度より本会の“掲示板管理人”

として役員も務めさせていただくことになりました、関東

地区の河本です。総会に参加するに至ったきっかけは、こ

の“掲示板管理人”となったことです。土木技術者女性の

会に入会して 3 年目、建設コンサルタント会社に入社し社

会人としてもまだ 3 年目と、未熟者な私です。総会に参加

するなんて早すぎるのではないかとの思いもありましたが、

総会後の役員会は参加必須とのことで、今回は有無を言う

こともなく総会デビューを果たす結果となりました。 

○札幌駅前通地下歩行空間の見学 

 今回の総会開催地は北海道地区とのことで、小旅行気分で参加してきました。札幌駅前通地

下歩行空間の現場見学からが総会の始まりです。札幌市の方からの、地下歩行空間整備事業に

関する説明は、普段の仕事とリンクしていきそうな話もあり興味深かったです。実際に現地を

歩いてみると、細かなこだわりを感じたり、整備段階から想定されて造られたものが、想定通

りに機能していたり、観光気分もありましたが勉強になりました。現場見学中は、皆さん真剣

に説明を聞いたり、写真を撮ったりと、仕事柄、やはり興味のあることが同じ女性が集まって

いると実感しました。そして、興味のあることにはすぐに反応してしまうものですね。地下歩

行空間は広場としての機能があるため、見学している日もさまざまな催しが実施されていまし

た。流氷の展示には、私も思わず走ってしまいました。 

○総会の醍醐味 

 総会が 1 番の目的であることは分かっています。それでも、総会に参加する本当の意味はこ

こにあるのではないかと感じたのが、1 日目の夜の懇親会でした。おいしい料理を食べて、お

酒もちょっとずつ入ってくると楽しくなってきて、この業界にいるとなかなか味わうことのな

い女子会のような盛り上がりでした。面白い話もでてくるし、同業だからこそ分かり合えるよ

うな話もありました。楽しい時間はあっという間にすぎていきました。 

○総会 

 メインである総会は、飲み明かした翌朝から開催されました。昨晩とはまた違い、皆さんキ

リッと顔つきも変わっていました。 

分からないことや疑問点があればすぐに意見がでてきて、みんなでどうするか考え、本会の

あり方や発展についても、皆さん同じ方向を向いて進んでいるのだというのがひしひしと伝わ

ってきました。私も掲示板管理人として、活動報告をさせていただきました。 

○掲示板のご紹介 

 先ほどから、“掲示板”という言葉を出していますが、“掲示板”って何なのかと思われてい

る方もいらっしゃいますよね。そこで、少し横道にそれますが、掲示板についてご紹介させて

いただきます。 

 “掲示板”とは、インターネット上の『mixi』のコミュニティを利用して、全国の土木技術
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者女性の会の人たちと気軽に意見交換をしようと立ち上げられたコミュニティサイトのことで

す。参加人数はまだ 10 人程度ですが、参加資格は本会会員であることのみですので、皆さま

気軽に参加して下さい。覗き見だけでも、興味をお持ちになりましたら、ぜひ『mixi』で土木

技術者女性の会と検索をかけてみて下さい。 

○総会に参加して得たもの 

 右も左も分からないまま今回の総会に参加してしまいましたが、参加した甲斐があったと総

会後改めて感じました。本会には学生の頃からお世話になっており、その頃から本会に所属し

ている方々は仕事もプライベートにも熟達されているような、敷居の高いイメージがありまし

た。そのため、最初は緊張と丌安がありましたが、皆さん優しく迎え入れてくださり、楽しい

充実した時間を過ごすことができました。総会には、私と年齢があまり変わらない方も参加さ

れており、しっかりとした意見や考えを持っていて、私も刺激されました。皆さん仕事のとき

は真剣に、遊ぶときは思いっきりと、なんでもハッキリとしていて、それがなんとも爽快に感

じられました。それでいて、細かい気配りや思いやりも忘れていないといいますか、こんな人

を目指したいと思えるような方々の集まりでした。まだ、本会に入会したばかりで、総会って

どんなだろうと気になっていても参加を躊躇されている方がいらっしゃったら、ぜひ次回は参

加してみて下さい。きっと、なんで今まで参加しなかったのだろうかと思うほど、みなさんの

温かさや優しさを感じることができますし、充実した時間をすごせて、得られるものがたくさ

んあると思います。 

 今回の総会は本来なら、関東地区で開催予定となっていましたが、東日本大震災の影響もあ

り、北海道地区での開催となりました。北海道地区開催での経緯には、本会の掲示板がきっか

けとなったようです。またこの掲示板をきっかけに、何かはじまることがあれば、掲示板管理

人としても嬉しく思います。最後に、東日本大震災により亡くられた方々のご冥福をお祈り申

し上げますと共に、被災された皆さまへ心からのお見舞いを申し上げます。 

 

 

 

■新藤 麻子（関東地区） 

 

私は、土木系の会社に入社して 12 年経ちますが、最近までこの会の存在を知りませんでし

た。また、内向きの仕事がほとんどで、社外に出ることが少ないためか、社外の女性技術者と

会ったことは、講演会等で 1 度か 2 度あっただけだと思います。しかも、挨拶や名刺交換をし

た程度で、ゆっくり話をしたことはありませんでした。だから今回、会員の方達と会えること

をとても楽しみにしていました。そうは言うも

のの、やはり人見知りもあるもので、すでに出

来上がった輪の中に入っていけるのか少し丌安

を感じながら集合場所に向かいました。 

工事の現場にいる女性ならば、きっとすぐに

見分けがつくと思うのですが、集合場所は現場

ではなく、普通に女性がたくさん集まる札幌駅

構内です。私は少し早く着いたので、まだ誰も

いないのではと、少し周辺をうろうろしていま
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した。そのうち、活気ある女性の団体を発見。携帯から電話をしてみると、まさにその活気あ

る女性達が、会員の皆様でした。その和に入ると、先ほどまで感じていた丌安はすぐに無くな

りました。皆さん、とても気さくな方達ばかりで、ノリも良いのです。最初からとても楽しい

会になると確信出来ました。 

今回の最初のスケジュールは現場の説明と見学でした。私が仕事で行った現場といえば、桟

橋の調査がほとんどで、建築現場の経験はありません。そのため、現場見学前に建設計画立案

の経緯や施工状況などを説明していただいてもなかなか現場のイメージがつかめず、ピンとき

ませんでした。しかし、他の参加者の方達がたくさん質問してくださったことで、ようやく分

かってきた部分が増えたように思います。それぞれ違った経験をされてきた方達の集まりです

から、いろんな見方もあって参考になり、刺激にもなりました。 

今回の現場は、完成後の地下道ということで、一般の方が通る中で説明していただきました。

人通りが多い中でも、きっと目立っていた集団だと思います。建設中の現場では、もっと目立

ったことだろうと思い、その時の作業されている甴性達の顔が見てみたくなりました。 

さて、一番楽しみにしていた懇親会とその後の 2 次会。何度も参加している方や初めての方

など区別なく、とても盛り上がりました。とくに 2 次会では、一部屋に殆どの参加者が集まっ

て、膝をつき合わせるようにして飲みました。仲が良い会でなければ出来ないような形で、こ

れまで会を支えてきた方達が気さくな雰囲気を作ってきてくださったのだと思います。初参加

の私でも、仕事の悩みを聞いていただいたり、日曜の北海道観光にも誘っていただいたり（飛

行機の関係で、結局ご一緒できませんでしたが。。。）、有意義で楽しい時間を過ごしました。 

翌日の総会は、議題が多いし、短い時間で大丈夫なのだろうかと思っていましたが、積極的

な意見がたくさん出る中でも、事務局側でうまくまとめていただき、バスの時間に間に合いま

した。 

みなさん意欲が高く、私も入社時からこの会を知っていたら、もっと意識の高い社会人生活

を送れていたかもしれないと思いますが、その時間を取り返せるように、会に積極的に参加す

るつもりです。これからどうかよろしくお願いします。 

 

 

 

■井塚 瞳（関東地区） 

 

2011 年 4 月に入会させて戴いてから、初めてのイベン

ト参加が今回の総会と現場見学会でした。どなたも存じ上

げなかったので無事に見つけられるかの丌安と緊張を持ち

ながら集合場所に向かったのですが…何故か一発で見つけ

る事が出来ました（何か引きつけられる空気があったので

しょうか）。集合場所からの移動の間も「入会してくれて有

難う！」と親切に声をかけて下さったので、一気に緊張が

解けて見学会に臨む事が出来ました。 

私は現在東京に住んでおりますが、実は生まれも育ちも

（高校迄）札幌なので、今回の地下歩道を見学させて頂く

のを前々からとても楽しみにしておりました。札幌市のい
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わゆる「街」といえば大通り駅と札幌駅周辺なのですが、冬場にこの２駅間約 20 分を渡り歩

く時はなかなか大変で、札幌市民はこの地下歩行空間が完成するのをずーっと待ち望んでおり

ました。…実は、母親に今回の見学会の事を事前に伝えると「え？ 何を観るの？ 露店はた

まに見るけど何も無いよ？ ただの道」と言われていたのですが、実際に札幌市の方の説明を

聞きながら観ていくと、段差を利用した休憩所や空間を広く見せる手法等、細部まで色々な工

夫がされている事に関心致しました。普段何気なく通り過ぎている私の母の様な市民にも、こ

ういった工夫を知ってもらえたらいいなと思いました。当日は少し雤が降っていたのですが、

札幌の地下でこんなに人が歩いているのは初めて観た…！ という位、人通りが多かった事か

らも、これからこの地下歩行はどんどん活躍していくこと間違いなしだと思いました。 

場所を定山渓に移動して開催された懇親会では、自分の将来の事や業務内容、結婚、出産実

体験・アドバイスなど日常の会社生活では聞けないようなお話を聞く事が出来、とても貴重な

時間を過ごす事が出来ました。普段の業務で直接交流が無くとも、こういった共通の想いや悩

みを持っているからこそ、皆が団結したこの会が長年続いてきたんだろうなぁ…と勝手に感動

していました。まだ入会したてではありますが、今後ともどうぞ宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

～学生会員のコメント～ 

 

■板谷 智恵美（北海学園大学 工学部 社会環境工学科） 

 

札幌駅前通地下歩行空間を見学し、印象に残った点が 3 点あります。それは、「細部までこ

だわったデザイン」と「市民参加」、そして「人・光・情報が集まる空間」です。 

1 点目の「細部までこだわったデザイン」は、天井の模様が波模様になっていたり、スルー

ホールを用いて太陽光を取り入れたりしていることは、説明を聞かなければ気付きませんでし

たが、知るとそのデザインに見入ってしまいます。また、出入り口壁面にあるガラス発光壁の、

時間や季節変化とリンクした演出も、歩行者の目を引くものとなっています。このように、地

下歩行空間は道路としてだけではなく、視覚も楽しむことができる空間になっていると感じま

した。 

2 点目の「市民参加」は、地下歩行空間を施工する計画を立てる段階で市民による千人ワー

クショップを行い、市民に札幌市のまちづくりに対する意見を尋ねた点に感銘を受けました。

北海道や札幌の顔となる地下歩行空間を、その地域に住む市民とともに計画を立て施工してい

くことが、人々が空間に愛着を持つきっかけになるのだと実感しました。 

3 点目の「人・光・情報が集まる空間」は、中央歩行空間と憩いの空間で異なる床材料を使

用して空間の分離を行い、憩いの空間にテーブルやイスを設置し、カフェなどを利用しなくて

も歩行者が休むことができる場所を設けて快適性の向上を図っていることがわかりました。ま

た、そこで道内各地の特産品販売を行っていることを知り、人が集まり情報を共有することが

できる空間になっていることが理解できました。沿道ビルと空間を接続させて人を集め、にぎ

わいを創出していくことで人の流れができるとわかりました。スルーホールによって自然光を

取り入れ、地下を明るくしているのも、人が集まってくる要因だと思います。 
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最後に、今回の説明を受けて地下歩行空間をつくるためには、市民や市役所、そしてデザイ

ン検討委員会などのさまざまな関係機関の協力、連携が重要だとわかりました。 

 

 

 

■大矢 晴奈（北海学園大学 工学部 社会環境工学科） 

 

今回「地下歩行空間見学会」に参加させていただき、普段何気なく歩いていては気がつかな

いところに様々な工夫がされていることを知り、驚きました。圧迫感を感じさせないためのル

ーパー式天井や、季節感を演出する照明、光を反射する素材を利用し明るく見せる天窓など、

それらの工夫によって実際より広く感じ、快適さが増しているのだと実感しました。 

また、ビルとの接続部分には歩行空間全体を俯瞰するための階段の踊り場を設置したり、単

に椅子を置くだけではなく階段の構造に組み込んだ休憩スペースを確保しているところに感心

させられました。そして、数年先の変化に対応するために柱に十分な強度を持たせ、壁を容易

に取り外しすることが可能な造りにしているところに驚きました。これからも多くのビルとの

接続が進み、それに伴って地下歩道沿いに新たな店舗が増えることはとても楽しみです。また、

店舗の管理システムとして「空間」を所有するという広場管理者を定める兼用工作物協定につ

いても知ることが出来、勉強になりました。地下歩行空間は予算の関係で地下街ではなく歩道

というベースで建設されていましたが、接続部分の工夫などの取り組みによって地下街のよう

なにぎやかさを持ち合わせていくのではないかと思いました。 

こうした工夫をより多くの市民に知ってもらう機会があるとよいと思います。地下歩行空間

はシンプルなデザインの中にたくさんの工夫が施されているので、これらの見えない工夫を知

ることで、市民の街づくりに対する関心が高まっていくと思います。そして、市民の声を反映

した、より過ごしやすい都心の街づくりが進んでいくことに期待します。 

土木技術者女性の会 現場見学会に参加させていただき、貴重な時間を過ごすことが出来ま

した。大変勉強になりました。ありがとうございました。 

 

19



 

 

＜注目の WG 紹介＞ 

企画 WG 2011 年度活動報告 

企画 WG リーダー  牛山 育子  

 

 

１．活動の目的 

現在、本会は発足から 30 年が経過しまし

た。しかしながら、女性技術者の土木業界へ

の進出も進みつつある現在でも、未だ多くの

女子学生が女性技術者の情報を把握すること

が困難な状況です。本 WG では、短期的・中

長期的観点から会の対外的活動の方向性を検

討し、今後の会の活動方針を模索しています。 

特に、短期的には女子学生の職業選択・就

職支援に重点をおいた広報企画の試運用、中

長期的には会の再構築を視野に置いたシナリ

オ案の検討を行っています。活動は主として

メーリングリストを活用しています。 

また、2011 年度は、30 周年記念総会

WG に参加し、総会イベントのひとつである

「会のシンボル・ロゴ」の募集を実施しまし

た。 

 

２．メンバー 
 氏 名 役割分担 
リーダー 牛山 育子 再構築シナリオ案、シンボル・ロゴコンペ 
 松本 香澄 再構築シナリオ案、シンボル・ロゴコンペ 
 村上 育子 再構築シナリオ案、シンボル・ロゴコンペ 
 山田 菊子 再構築シナリオ案、シンボル・ロゴコンペ 

英語版・日本語版チラシ作成 

 

３．活動実績 

（1）会の紹介チラシ作成 

（英語版・日本語版、次ページ参照） 

・広報ツールのひとつとして活用するのが

目的です。 

・会の設立目的、活動内容等を要約したも

のとして作成しました（現場見学会開催の

際、受入先からどういった会なのか、ペー

パー1 枚で集約されたものを求められる

ことが多いため）。 

・国際会議への対応のために英語版を作成

したことに合わせ、日本語版の第 2 版を作

成しました。 

（2）会のシンボル・ロゴ作成 

・30 周年記念総会のイベントの一環で、

土木技術者女性の会のシンボル・ロゴを作

成します。 

・作成に当たっては、①プロに委託、②受

発注サイトで依頼、③公募（コンペ）、を

軸に検討し、30 周年記念総会イベントの

位置付けで、PR 効果が一番高い③公募（コ

ンペ）による方法で実施としました。 

・プロの応募が見込める賞金を用意し、プ

ロデザイナー等の審査員による審査を実

施して、質の確保を目指すこととしました。 

・募集は 2012 年 1 月 11 日～3 月 23

日の約 2 か月間行いました（なお、発表・

表彰は 30 周年記念総会で行います）。 

（3）再構築シナリオの検討 

・会の方向性については、議論し、会員及

び外部に一定の方向性を示す予定でした

が、総会 WG でのイベント実施のため、一

時中断しています（総会終了後、検討を進

めていく予定です）。 
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○英語版チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日本語版チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当会 HP にリンクが掲載されていますので、ご参照ください 

 https://womencivilengineers.secure-ymc.jp/gaiyou.htm の一番下をクリック★ 
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○再構築シナリオ 

 

22



 

【事務局便り】 「会費の自動引落システム」利用のお願い 

土木技術者女性の会では、会費のお支払について、会員皆様の利便性の向上と会計・事務局の業務削減のため、  

ゆうちょ銀行総合口座の自動払込みサービスを利用した「会費の自動引落システム」を導入し、原則として全会員の 

皆様の利用を推奨しております。2011 年度末現在、53 名にご利用いただいております。 

このシステムでは、一度、お申し込みいただくことで、その後の会費の払込みの手間が不要となります。また、多くの

会員の皆様に利用していただくことで、会計と事務局での照合作業がより簡便となり、メリットが向上します。どうか   

ご理解頂き、ご利用くだされば幸いです。 
 

自動引落しのメリット 

１． 国のゆうちょ銀行にお持ちの総合口座からの払込みが可能です。 

２． 手数料が安くなります。（窓口 120 円、ＡＴＭ80 円 → 自動払込 25 円に！） 

３． 郵便局に振り込みで行く手間が省けるとともに、振り込み忘れを防げます。 

４． 事務局の負担の軽減に貢献できます。 

 

自動引落しの仕組み 

 年会費の振替日は毎年 5 月末日です（振替日が休日のときは翌営業日となります。振替日の前日までにご指定の 

口座にご準備下さい）。通帳には「土木技術者女性」と印字されます。 
 

振替ができなかったとき 

 第二回振替日の 6月 15日に振替させていただきます（振替日が休日のときは翌営業日となります。振替日の前日

までにご指定の口座にご準備下さい）。また、第一回、第二回ともに振替ができなかった場合は、後日、事務局より

お知らせいたしますので、同封する用紙を用い郵便局にて振り込んでいただきます。 
 

申し込み方法 

 自動払込利用申込書に必要事項をご記入、捺印いただき、下記自動払込利用申込書送付先までご郵送下さい。 

申込書および申込書の記入例はウェブサイト(https://womencivilengineers.secure-ymc.jp/）「会員のページ」を   

ご覧下さい。 
 

自動払込利用申込書ご記入に際しての注意事項 

 １．申込書の記載事項または捺印等に不備がありますと、ご提出いただきましても振替手続きが行えない場合があ 

りますので、ウェブサイトの記入例をご参照下さい。 

 ２．新規申込は、毎年３月末日（必着）までにお願い致します（締切日までにお申し出のない場合、会費請求書を 

５月初旬に郵送させて頂きます）。 

３．自動引落しのご指定口座の変更連絡は、毎年３月末日（必着）までに自動払込利用申込書を事務局会費請求

係宛にご郵送下さい。 

４．自動引落中止のご連絡は、必ず文書にて毎年３月末日（必着）までにお願い致します（以降着信分につきまして 

は、返金等の手続は出来ませんのでご了承願います）。 

 

 

 

 

 

自動払込利用申込書送付先：土木技術者女性の会 事務局会費請求係 佐藤亜紀子 

              〒165-0026 東京都中野区新井３－１４－８ 内山工芸染色(株)内  
 

口座番号等の情報管理について 

 事務局会費請求担当のみが取り扱うことを徹底し、会員情報の漏洩を防止致します。 
 

問合せ先 
 ご不明な点は、事務局会費請求係までメールまたはファックスにてお問合せ下さい。 

  事務局会費請求係 E-mail：webmaster@womencivilengineers.com ＦＡＸ：０３－３３８７－１５１９  

4月 7月 8月 9月 10月 12月 1月 2月

初旬 会費請求書発送

末日 会費振替日

3月

受付締切り
　・新規申込
　・変更連絡
　・中止連絡

次年度分利用申込書随時受付中

末旬新年度 中旬
未納会費請求書
発送

15日 第 2 回 会 費 振 替 日

5月 6月 11月
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【事務局便り】 記事の紹介 

新聞、書籍にて当会員が取り上げられた記事を紹介します。 

◎掲載：2012 年 2 月 7 日、2 月 15 日、2 月 24 日、2 月 28 日、3 月 2 日 建通新聞 中部版 

 ※この記事は、(株) 日刊建設通信新聞社より許可を得て掲載しています 

 

< 2012 年 2 月 7 日掲載 > 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

< 2012 年 2 月 15 日掲載 > 
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< 2012 年 2 月 24 日掲載 > 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

< 2012 年 2 月 28 日掲載 > 
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< 2012 年 3 月 2 日掲載 > 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 次ページからの記事 ～ 

 

◎掲載：土木施工 2011 年 4 月～2012 年 3 月号 

 ※この記事は、(株)オフィス・スペースより許可を得て掲載しています 
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 土木施工 2011 年 4 月号より 

27



 土木施工 2011 年 5 月号より

28



 土木施工 2011 年 6 月号より 

29



 土木施工 2011 年 7 月号より 

30



 土木施工 2011 年 8 月号より 
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 土木施工 2011 年 9 月号より 
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 土木施工 2011 年 10 月号より 
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 土木施工 2011 年 11 月号より 
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 土木施工 2011 年 12 月号より 
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 土木施工 2012 年 1 月号より 
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 土木施工 2012 年 2 月号より 
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 土木施工 2012 年 3 月号より 
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次回総会（6/22、23 開催予定） 

39
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《 会員以外の方のお申し込みはこちらから 》 
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「輪」への投稿・ご意見は編集担当 箱田裕子 へ、 

その他のお問い合わせ、ご意見は、事務局まで、お願いします。 

e-mail;webmaster@womencivilengineers.com 

 

 

【事務局】 

〒113-0033 東京都文京区本郷3-2-12 

御茶の水センタービル3F 

中日本建設コンサルタント株式会社 

東京支社東京事務所技術部 

笹尾圭哉子 

 




